
　　　　

令和７ 年 2 月 10 日

10 時 分から 17 時 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 多機能型通所支援事業所クローバービーンズ 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

支援方針

・ご利用者・ご家族様の生活の質の向上に貢献する　・ご利用様・ご家族様と尊重し合える関係作りを目指す　・当社に関わる全ての人が、安心と希望を持てるようにする
・ご利用者様の体調管理と体調を整えられるように支援する　・ご家族様が安心して任せられ、時間を使えるようにする　・家庭では出来ない体験が出来るよう支援する
・ご利用者様が地域と繋がれるように様々な活動やイベントを提供する

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 住み慣れた地域でのその人らしく生きる事を支える企業へ

支　援　内　容

・看護師を中心に、情報共有を行いながら、定時で経鼻経管や胃瘻からの栄養の注入を行ったり、状態に応じて、鼻腔、口腔、気管切開部からの吸引を実施する
・体調管理や状態観察を適宜行い、職員全員で情報の共有を行う　・看護師と二人体制で安全に入浴介助を行う　・発作があった際には時間を測り、保護者に報告する
・発作に繋がらないよう、睡眠を取れるように静かな環境を作り、眠る事が難しい際は横になって休んでもらう　・午前、午後に一回ずつトイレへの誘導を行い、行く事が出来たらごほうびシールを貼る
・食事の際には30分で食べ終わりと時間を決め、見守りや食べ進める為の促しを行う　・昼食後に、口腔ケアを行う

・リハビリスタッフを中心に、関節可動域訓練・歩行訓練・手足のマッサージやストレッチを行う　・細かい活動は、職員が介入して制作活動を行う　・追いかけっこ・マットを使用し
た遊びを通して全身の運動を取り入れ、身体機能向上に繋げる　・トイレに行く、お散歩に行く等、歩く頻度を増やしていく　・筋緊張が低下するポジショニングを検討し・提供する
・朝の会や制作の時間に、座る時間を作り昼夜逆転しないよう活動を促す　・季節によってお散歩に行き、その季節の花々や景色に触れてもらう

本
人
支
援

・更衣の際に、職員が声掛けを行いながら、まずは手を袖に通す等、一緒に行えるようにしていく　・玩具や道具の片付け、宿題や更衣の声掛けを行い、出来たらしっかりと褒め、達成
感を感じてもらう　・療育を通し、季節の制作や遊び、イベント等、経験を増やしながら興味関心のあるものや事を見つけられるようにする　・活動の始めや終わり、お迎えの際等にア
プリや絵カードを使用し、細かいやり取りを楽しく学べるようにする　・一日の時間帯別の活動を示すタイムテーブルを使用し、時間での先の見通しを把握出来るようにする

・療育やお出掛け等を他児や他者と行い、笑顔になれるような機会を提供する　・制作活動やお出掛け等を企画し、他者と関わる機会を設定し、声掛けやポジティブな言葉を伝えながら楽しくコミュニケー
ション能力を養えるようにする　・他児との関りの中で、「おはよう」「ありがとう」等の挨拶を職員と一緒に行い、関わり方を学んでいけるようにする
・多感な年頃の為、情緒面に気をつけながらやり取りを行う　・様々な状況で意思を伝えられるよう一緒に過ごす中で職員との信頼関係を構築していく
・様子や表情を観察し、声掛けを行って話を聞くようにする

・お出掛けや遊び、制作活動の中で他者と関わり、順番を守ったり、玩具等の貸し借りが出来るよう(ルールやマナー)に、都度声掛けや促しを行う
・様々な状況で意思を伝えられるよう一緒に過ごす中で職員との信頼関係を構築していく　・療育やお出掛け等を他児や他者と行い、笑顔になれるような機会を提供する
・他児との関りの中で、「おはよう」「ありがとう」等の挨拶を職員と一緒に行い、関わり方を学んでいけるようにする

主な行事等

・バザー　・プラム狩り　・いちご狩り　・しいたけ狩り・芋煮会　・記念旅行　・初詣　・ハロウィンパーティー　・クリスマス会　・保護者交流会　・夏祭り　・流しそうめん　・
卒所式　・ひな祭り　・夏の水遊び(プール)　・節分　・ドライブ　・お誕生日会　・お正月遊び　・外出(公園、カフェ等)　・お買い物(パン屋、スーパー等)　・プロジェクション
マッピング　・運動会　・調理実習　・秋祭り　・カホン作り　・写真販売

家族支援

・子育てに関する困り事、子どもの発達状況や特性の理解に向けた相談援助
・レスパイトや就労等によりお預かり時間の変更、入浴等の相談援助と支援の延長
・保護者同士の交流の機会の提供　・利用できるサービスの情報提供
・親子セミナー　・利用時の状況を保護者と情報共有する

移行支援

・こども園や保育所への移行に向けた移行先との調整、移行先との支援内
容等の共有や支援方法の伝達
・進路や移行先の選択についての本人や家族への相談援助

地域支援・地域連携

・子どもが通う学校との情報連携や調整、支援方法等に関する相談援助
・子どもが利用する相談支援事業所との連携
・バザー等を開催し、チラシや回覧を利用して地域住民を招待している

職員の質の向上

・外部、内部での研修の実施　　・コンサルの導入　　・他事業所へ見学
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